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希土類鉱床のタイプとその特徴

希土類資源の現状

ランタノイド（ランタンからルテチ
ウム）にイットリウムとスカンジウム
を含めた17元素が希土類元素とされて
おり（図1）[1]、近年、自動車用触媒や希
土類磁石への添加材としての需要が増
えています。今後、ハイブリッド車の
一層の普及によりその需要はさらに増
加すると予測されます。しかし一方で、
希土類鉱石の96 %以上が中国から供給
されているのが現状です[2]。特に重希
土類は軽希土類に比べて地殻存在度が
低い上に、重希土類資源を供給する鉱
床タイプは限られています。したがっ
て、希土類資源（特に重希土類資源）の
安定供給のために新たな鉱床の開発が
不可欠です[3]。現在、私たちは世界中
の希土類鉱床について資源ポテンシャ
ル評価を行っています。

希土類資源を供給する鉱床タイプ

希土類資源を供給する鉱床 [4]は火成
岩やそれに伴う熱水活動によって形
成された火成鉱床と、岩石の風化に
よって形成された風化鉱床に大別で
きます（図2）。火成鉱床にはカーボナ
タイト鉱床、アルカリ岩関連鉱床、熱
水性鉄鉱床などがあります。カーボナ
タイトは炭酸塩鉱物を主成分とする

火成岩であり、希土類資源の重要な供
給源です。中国のマオニューピン鉱
床、米国のマウンテンパス鉱床が代表
的な鉱床です。アルカリ岩はしばしば
カーボナタイトと共に産出し、重希土
類に富む鉱床を形成することがあり
ます。代表的な鉱床はカナダのトアレ
イク鉱床です。熱水性鉄鉱床はさまざ
まな特徴を持っていますが、世界最大
の希土類鉱床である中国のバイユン
オボ鉱床が有名です。

風化鉱床には、ラテライト鉱床、イ
オン吸着型鉱床、漂砂鉱床があります。
ここでいうラテライトはカーボナタイ
トの風化により炭酸塩鉱物が分解し、
相対的に希土類に富むようになった赤
色土壌を指します。風化作用により希
土類が濃縮しているのが特徴です。代
表的な鉱床として豪州のマウントウェ
ルド鉱床が挙げられます。イオン吸着
型鉱床は中国南部にのみ存在する鉱床
であり、重希土類の大半がこの地域か
ら供給されています。花崗岩の風化に
よって形成された土壌中において、希
土類が粘土鉱物表面に吸着して存在し
ているのが特徴です。代表的な鉱床と
してロンナンやシュンウー鉱床が挙げ
られます。漂砂鉱床は岩石の風化・浸
食によって重鉱物が濃縮して海浜地域

などに堆積したものです。チタン鉄鉱
などに富む一方で、希土類鉱物である
モナザイトも含むことが多いです。イ
ンド南部のケララ州や南アフリカ共和
国のリチャードベイが代表的な漂砂鉱
床地域です。

希土類を含む鉱物

希土類を含む鉱石鉱物（資源となる
鉱物）は炭酸塩、リン酸塩、酸化物、
イオン交換性粘土です。炭酸塩鉱物と
して代表的な希土類鉱物はバストネサ
イト［REE（CO3）F; REEは希土類元
素］であり、カーボナタイト鉱床に含
まれています。リン酸塩鉱物として代
表的なのはモナザイト［（REE,Th）PO4］
であり、多くの火成鉱床と漂砂鉱床に
普遍的に含まれています。酸化物に
はアルカリ岩に含まれるロパライト

［（REE,Na,Ca）2（Ti,Nb）2O6］などがあ
ります。イオン交換性粘土はカオリナ
イト［Al2Si2O5（OH）4］などであり、希
土類は鉱物の表面に電気的に吸着して
いるため、鉱物自体を分解せずに弱酸
を用いたイオン交換によって希土類を
回収することができます。珪酸塩鉱物
にも希土類を含むものが多数あります
が、これらは一般に結晶構造が強固で
分解するコストが高いため、現在のと
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図1　希土類元素の種類と地殻存在度
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希土類資源を取り巻く課題

ベースメタルや貴金属鉱床に比べる
と希土類鉱床についての系統的な研究
は世界的にも少なく、今後も継続的に
研究を行う必要があるでしょう。希土
類鉱床の研究における課題として、重
希土類鉱床の特定および希土類鉱物の
特定の2つが挙げられます。1つ目の課
題は、軽希土類に比べて存在量が少な
い重希土類資源を供給できる鉱床を特
定・発見することです。例えば、重希

土類資源の供給源であるイオン吸着型
鉱床は中国にのみ存在が確認されてい
ますが、同様の鉱化作用は局所的なが
ら他国でも確認され始めています[5] （図
3） 。このほかにもアルカリ岩や漂砂
鉱床などといった重希土類に富む可能
性がある鉱床の研究が必要です。2つ
目の課題は希土類鉱物やその存在形態
を明らかにし、その中の希土類を定量
的に評価することです。希土類はさま
ざまな鉱物に含まれていますが、珪酸
塩鉱物の多くは資源としての利用が困
難です。また、希土類を含む鉱物がほ
かの鉱物の粒間や割れ目の中に存在す

ることもわかっています[6]。そのため、
希土類が選鉱や精錬に適した鉱物中に
存在し、資源として経済的に取り出す
ことができるかどうかを評価する必要
があります。以上の課題を解決できれ
ば、より多くの希土類鉱床の開発につ
ながるでしょう。
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図2　希土類資源を供給する鉱床タイプとその特徴
写真は希土類鉱石および鉱床を示している

図3　ラオスの花崗岩風化殻の露頭
局所的であるがイオン吸着型の希土類鉱化作
用が確認される
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